
平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日
提
出

質

問

第

一

三

二

号

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
と
地
域
活
性
化
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者
木

村

太

郎

大

島

理

森
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デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
と
地
域
活
性
化
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
由
民
主
党
は
、
去
る
十
月
九
日
大
分
県
に
て
「
ふ
る
さ
と
対
話
」
を
開
き
、
広
く
国
民
の
声
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
民
主
党

政
権
に
よ
る
政
策
の
急
進
な
変
更
や
、
重
要
な
予
算
の
廃
止
等
に
よ
り
現
場
で
は
大
混
乱
が
起
き
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

本
年
九
月
末
現
在
、
全
国
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及
率
は
ど
の
程
度
か
。

二

携
帯
電
話
不
通
地
域
に
つ
い
て
、
現
在
、
政
府
が
行
っ
て
い
る
対
策
及
び
平
成
二
十
三
年
度
予
算
概
算
要
求
に
盛
り
込
ん

で
い
る
来
年
度
以
降
の
対
策
は
如
何
。

三

携
帯
電
話
不
通
地
域
及
び
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
の
解
消
時
期
の
見
込
み
は
い
つ
か
。

四

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
地
方
に
お
い
て
、
公
民
館
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
も
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
国
で
公
民
館
の
数
は
い
く
つ
あ
る
か
。
ま
た
、
山
村
地
域
で
は
携
帯
電
話
が
圏
外

と
な
る
公
民
館
が
存
在
す
る
が
、
携
帯
電
話
が
圏
外
と
な
っ
て
い
る
公
民
館
は
全
国
で
何
カ
所
あ
る
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
対

策
と
し
て
政
府
は
如
何
に
考
え
て
い
る
か
。

一



五

地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の
解
消
は
急
務
で
あ
る
が
、
過
疎
化
対
策
と
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ

ド
解
消
の
関
連
性
に
つ
い
て
政
府
の
考
え
如
何
。

六

大
分
市
端
登
地
域
は
全
く
問
題
な
く
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の
解
消
が
で
き
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


